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代表的な意見 村長コメント

• 会議室予約の簡素化

• ＰＲの強化（村の公式ＳＮＳ・
ＨＰでの発信強化）

• 交通アクセスの改善

• 趣味などの生涯学習の機会

• 土足で入れるエリアを増やす。

• 貸し会議室を細分化して貸し出
せるようにする。

⇒県の予約システムの改修時期に合
わせ、オンライン予約の導入も検討
している。
⇒村でも発信の強化を考えていく。

⇒巡回バス導入等の試算はしている
が採算が難しいところ。

⇒学習機会の提案もコミセンとして
考えていく。

⇒構造上の難しさや制約もあるが検
討していく。

⇒利用増加のために一案として検討
していく。

1 誰でも使える貸館施設としてのより良い活かし方は？



代表的な意見 村長コメント

• ＢＢＱ用設備の貸出し利用がで
きるようにする。

• 健康増進施設として個人単位で
も利用できる設備を置く。

• 家族単位でも利用できる施設や
器具の貸し出し（パンポンやバ
ドミントンなど）。

• パブリックビューイングができ
るような施設

⇒予算面も考慮しながら検討してい
く。

⇒地域からの新たな要望をとして受
け止め検討していく。

1 誰でも使える貸館施設としてのより良い活かし方は？



代表的な意見 村長のコメント

• 証明書の発行など役場の出先機関
としての強化

• 住民が気軽に相談を受けられる場
所

• コミセンから遠い住民向けのアク
セスの強化

• 地域住民の発表・展示の場として
の強化

• 喫茶スペースなどの休憩利用。

• ニワトリなどの動物の飼育による
教育の場

• 単位自治会間の連携やライブカメ
ラの導入など災害時拠点としての
強化

⇒役場業務のデジタル化や人員体制
の変化を踏まえて考えていく

⇒問題認識は持っている、検討して
いく。

⇒センター職員とともに展示場所と
しての機能強化を考えていく。
⇒民間事業者との連携や委託が可能
か検討していく。
⇒センター職員の負担や地域住民の
協力の可能性などを踏まえて考えて
いく。
⇒地域の基幹避難所としての位置づ
けもあるので考えていく。

２ 地域の拠点施設としての新たな役割・使われ方は？
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